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下都賀地区学校教育の重点 

学校・地域を応援します! 
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ふれあい学習課
では、各種研修の
支援を行います。 

本年、４月より下都賀教育事務所長を拝命いたしました阿部と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 
  今年度で３年目を迎えた「栃木県教育振興基本計画 2025」の基本理念「とちぎに愛情と誇りをもち  
未来を描き ともに切り拓くことのできる 心豊かで たくましい人を育てます」の下、下都賀教育事務所では、 
「すべての子どもに生きる力をはぐくむ 学校・家庭・地域づくり」を使命として、地域に開かれた教育行政を推進 
してまいります。 

ふれあい学習課としましては、人と人が関わりながら学ぶ心地よさを実感できる学びの場を提供していくとともに、家庭教
育支援の充実、学校と地域の連携・協働の推進を重点とし、各種事業を展開していきます。 

特に、家庭教育支援につきましては、親子の育ちを応援するために、ふれあい学習推進会議で策定しました「『育ちあう親
子の絆』応援プロジェクト」の提言書を周知し、関係機関と連携しながら、管内の家庭教育支援の充実に努めます。提言書
は、当所のホームページからダウンロードできますので、皆様におかれましても、親子の育ちを支える活動の展開に際し、御参
考にしていただけますと幸いです。 

今年度も各市町教育委員会、関係機関と連携の下、人と人とのつながりを大切にしながら各種事業を展開してまいります
ので、皆様のより一層の御支援と御協力をお願いいたします。 
 

「地域に開かれた教育行政の推進に向けて」 
栃木県教育委員会事務局 下都賀教育事務所長 阿部 信太郎 

下都賀教育事務所ふれあい学習課 

★詳細はホームページに掲載しておりますので、参照ください。 

「共生社会の実現に向けて」 PART1 

「共生社会」とは 

 
近年、あらゆる場面で「共生社会」という言葉を耳にしま

す。「共生社会」とは、いったいどんな社会なのでしょうか？ 
 共生社会とは、障害がある、ないにかかわらず、男性も女性
も、高齢者も子どもも、外国人もすべての人がお互いの違い
を自然に受け入れ、支え合い、互いに認め合うことで、誰も
が生き生きとした人生を送ることができる社会のことです。
共生社会の実現のためには、あらゆる立場の人々が様々な
学習の機会の中で、多様な人とつながり合えるような環境
をつくることが大切なことの一つです。 
 そこで今年度、下都賀地区ふれあい学習推進会議では、
「共生社会の実現に向けた、学び合い、 
つながり合う機会の充実」をテーマとし、 
特に障害者への学習の機会やつながり合う 
場の提供について考えていきます。また、タウン 
サポーターでも、特集として「共生社会の実現に向けて」 

を取り上げていきますので、よろしくお願いします。 

本地区学校教育共通テーマ「学ぶ力」「豊かな心」「健やか
な体」を育む学校づくりの推進に向け、ふれあい学習課では、
以下の５つを重点項目としました。（下都賀地区の重点ダイジェスト版より）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校と地域が連携する意義について全職員が共通理解す
るための校内研修や、保護者自身の笑顔と子育てに対する前
向きな気持ちを応援するための家庭教育支援の充実に努めて
いただくよう、よろしくお願いいたします。 
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① 学ぶ楽しさや人と関わり合う心地よさを実
感できる教育活動の充実 

② 多様な活動を意図的、計画的に展開する
ための組織的な推進体制の整備 

③ 地域連携に関する校内研修の充実 
④ 学校の内外におけるふれあい学習の充実 
⑤ 保護者同士が、学び合い、つながり合える

機会の提供 


